
新世代リスクマップ 
 「歴史都市京都の安心安全3Dマップ」は、防災マップと防犯マップを3次元WebGISの中で統

合した新世代のリスクマップです。このマップは、身近な生活空間の中に潜んでいるリスクを確

認しこれに備えるための優れた手段となります。  

防災情報 

水害 

 大雨時の浸水想定区域 

 過去の浸水区域 

   昭和26・34・42・47年 

 地形から判読した浸水予想区域 

土砂災害 

 土砂災害の起こりうる急傾斜地 

 土石流の被害のおそれのある区域  

地震災害 

 花折断層地震による想定震度（度） 

 花折断層地震による家屋被害（％） 

 花折断層地震による火災被害（件） 

 花折断層地震による液状化危険度 

 

犯罪認知件数の発生密度 

 ――1km2あたり件数 （平成16・18年度） 

 粗暴犯（暴行や恐喝など） 

 窃盗犯（侵入盗＋乗物盗＋非侵入等） 

 侵入盗（空き巣や事務所荒しなど） 

 乗物盗（車・自転車・オートバイ盗） 

 非侵入盗（ひったくりや車上ねらいなど） 

 凶悪犯（殺人や強盗など） 

 知能犯 

 風俗犯 

 

ベースマップ 

 区名 区境界、学区名 学区境界  

 町丁目名 町丁目境界、区役所等  

 鉄道・地下鉄駅名  

 

施設データ 

 広域避難場所 広域避難場所名  

 避難場所 緊急輸送路  

 水道・ガス・電気・電話会社の施設  

 消防署 

 警察署・交番  

 病院  

 世界遺産・国宝所在地 

表示地理情報一覧 

歴史都市京都の安心安全3Dマップ 

立命館大学歴史都市防災研究センター 

概要 
 

システムおよびデータ 
 災害に関連した危険性および施設情報

は、京都市消防局が平成17年3月に発行

した「京都市防災マップ」の情報を、利

用しています｡また、犯罪発生の情報に

ついては、京都府警察発行の「犯罪統計

書」に記載された統計資料を利用しまし

た。京都府警ではより詳細な犯罪発生状

況を示す「地域安全マップ」も公開して

います｡なお、「歴史都市京都の安心安

全マップ」は株式会社キャドセンターに

よるUrban ViewerTM for Webを利用し

て作成されています。 

 

見てみる 

 当センターのホームページ 

h t t p : / / w w w 3 . r i t s - d m u c h . j p /
ritsumei_kyoto/ 
へお越し下さい。また、立命館大学歴史

都市防災研究センター１F展示室では、

大型のタッチパネルを用いて閲覧できま

す（開館時間：月～金 9:30-17:00）。  

特徴 
(1） 京都の街並み・山並みを3次元的に

モデル化したインタラクティブな地図

です。ユーザは京都の景観の中を自由

に飛び回ることができます。 

(2） 景観の上に水害・地震・土砂災害

のリスクを重ねて表示できます。来る

べき災害ばかりでなく、過去の水害の

経験も確認できます。 

(3） 近年の犯罪発生の実態を視ること

もできます。身近なリスクとして、災

害と犯罪を同じ環境の中で同時に確認

していくことができます。 

(4） 現在視ている場所からの距離を基

にして、警察署・病院・避難所の位置

を検索し、その属性（収容人数など）

を調べることができます。京都に残さ

れた貴重な歴史遺産の所在地を確認す

ることもできます。 

(5） サーバからのストリーミング配信

を利用したシステムであり、Internet 
Explorer (IE) で、いつでもどこから

でも閲覧できます。 

http://www3.rits-dmuch.jp/ritsumei_kyoto 

開発グループ（お問い合わせ先） 

立命館大学歴史都市防災研究センター 

災害空間情報研究グループ（GIS室） 
代表: 中谷友樹（なかやともき）准教授 
メンバー: 

矢野桂司・吉越昭久・高瀬 裕・瀬戸寿一・

磯田 弦・河角龍典・松岡恵悟・桐村 喬・

井上 学・村中亮夫・塚本章宏・花岡和聖 

【浸水】 浸水が想定される区域は、おおよその浸水深を段階的に表現しているため、境界付近においては極端な表現となって

おりますが目安としてお考えください。また、建物と浸水深の関係表現についても個々の状況を評価したものではありません。 
【土砂災害】 急傾斜地の崩壊による影響区域や土石流の発生による影響区域及び土砂の堆積規模等は、地形図により斜面の傾

斜程度や渓流の状況等から想定したものであり、現地の地質などを詳細に調査したものでないため、おおよその範囲とお考えく

ださい。また、建物と堆積土砂の関係表現についても個々の状況を評価したものではありません。 
【地震】 地震による被害想定は元学区単位で行われています。また、そのほかの情報についても、防災マップは本来2万から5
万分の一程度のスケールで作成されていますので、建物や地目の個々の危険度を評価したものではありません。リスクの分布に

ついてはおおよその範囲を示しているとお考えください。 

 

〒603-8341 京都市北区小松原北町58番地 Tel: 075-467-8801（代）Fax: 075-467-8825 




